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第
６
回
支
部
執
行
委
員
会
は
４
月
16
日
、
13
人
の
出
席
で
行
い
、

以
下
の
と
お
り
報
告
・
討
議
し
ま
し
た
。

１
．
職
場
の
こ
と
、
仲
間
の
こ
と

○
ソ
ー
シ
ャ
ル
京
都
事
業
所＝

ソ
ー
シ
ャ
ル
理
事
会
の
月
次
報
告

を
見
る
と
、
年
度
末
に
赤
字
が
急
拡
大
し
て
い
る
。

○
宇
治
事
業
団＝

駐
輪
場
は
順
調
に
利
用
者
増
。
団
員
の
年
次
有

給
休
暇
の
付
与
日
数
の
減
少
に
疑
義
あ
り
。

○
京
都
事
業
団＝

緑
化
の
草
刈
り
作
業
が
再
開
。
住
宅
清
掃
な
ど

の
単
価
交
渉
が
続
く
。

２
．
こ
の
間
の
取
り
組
み
の
振
り
返
り

①
建
交
労
京
都
府
本
部
・
組
織
拡
大
宣
伝
行
動
（
３
月
21
日
）

○
近
鉄
十
条
駅
と
近
鉄
大
久
保
駅
、
支
部
か
ら
４
人
参
加
。

②
宇
治
高
齢
者
事
業
団
・
第
24
回
臨
時
社
員
総
会
（
３
月
22
日
）

〇
こ
の
間
の
不
法
投
棄
問
題
新
聞
報
道
の
概
要
報
告
と
対
応
。

③
全
国
高
齢
者
部
会
・
第
５
回
組
織
検
討
委
員
会
（
４
月
７
日
）

〇
「
全
国
雇
用
福
祉
事
業
団
協
議
会
」
設
立
に
向
け
、
全
国
事

業
団
・
高
齢
者
部
会
と
の
役
割
分
担
の
明
確
化
が
検
討
。

３
．
今
後
の
取
り
組
み
、
ほ
か

①
支
部
「
職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」

○
京
都
事
業
団
理
事
長
と
の
労

使
懇
談
会
を
５
月
７
日
に
実

施
予
定
。

②
メ
ー
デ
ー
の
実
施
計
画

○
概
ね
、
昨
年
通
り
で
計
画
。

○
参
加
呼
び
か
け
チ
ラ
シ
は
、

４
月
『
仲
間
』
に
差
込
。
今

年
は
宇
治
版
も
制
作
。

○
デ
コ
カ
ー
の
宣
伝
幕
に
つ
い

て
意
見
交
換
。

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ア
ン
ケ
ー
ト

○
府
本
部
と
相
談
、
具
体
化
へ
。

○
今
回
も
、
七
条
、
伏
見
、
宇

治
の
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
。

④
そ
の
他

○
京
滋
労
働
共
済
「
自
転
車
共

済
」
契
約
更
新
。

○
今
年
の
支
部
定
期
大
会
は
10

月
25
日
㈯
午
前
で
計
画
。
諸

準
備
を
進
め
る
。

※
次
回
執
行
委
員
会
は
、
５
月
21

日
㈬
午
後
２
時
よ
り
。

生活のために働きたい高齢者を結集しよう ！ ( ２ )



高齢者差別の後期高齢者医療制度の廃止！( ３ )

今年も、京都府最低賃金の引き上げと、中小企

業に対する支援策を求める署名にご協力ください。

ご署名いただけましたら、最寄りの執行委員か

労働組合事務所、京都高齢者事業団事務局までお

届けください。



高齢者・ 失業者の就労の場拡大強化と事業団運動の前進を！ ( ４ )

今
年
の
メ
ー
デ
ー
は
、
昨
年
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
晴
天
の
な
か

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
二
条
城
前
の
メ
ー
デ
ー
会
場
に
は
、
主
催
者
発

表
で
４
千
人
の
労
働
者
が
集
ま
り
、
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

建
交
労
京
都
府
本
部
は
46
人
、
う
ち
京
都
支
部
か
ら
は
18
人
の
組

合
員
が
参
加
し
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
け
、
組
合
旗
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
て
、
メ
ー
デ
ー
大
会
に
参
加
。
そ
の
後
に
「
わ
し
ら
の
宝
」
な
ど

の
メ
ー
デ
ー
歌
を
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
流
し
な
が
ら
、
デ
コ
カ
ー
を
先

頭
に
、
東
本
願
寺
前
ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。



今
年
は
デ
コ
カ
ー
右
側
の
宣

伝
幕
を
新
調
し
ま
し
た
。
今
後

も
毎
年
使
え
る
よ
う
に
、
ア
ピ
ー

ル
の
文
言
も
執
行
委
員
会
で
検

討
し
て
変
更
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
（
山
川
）

守ろう ９ 条！ 生かそう 憲法!! なく そう 貧困! ! !( ５ )

５
月
１
日
ま
さ
に
五
月
晴
れ
の
な
か
、
第
72
回
南
山
城

統
一
メ
ー
デ
ー
が
、
地
元
宇
治
の
人
な
ら
皆
知
っ
て
い
る

「
太
陽
が
丘
運
動
公
園
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
」
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
働
く
者
の
団
結
で
生
活
と
権
利
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
ろ
う
！
」
の
シ
ン
ボ
ル
・
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

市
職
労
ほ
か
50
団
体
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宇
治
分
会
か
ら
熱
い
仲
間
が

各
職
場
か
ら
続
々
と
参
加
。
普
段
な
か
な
か
会
う
こ
と
の

な
い
、
他
の
職
場
の
仲
間
た
ち
が
久
々
に
会
っ
て
、
孫
の

話
や
奥
さ
ん
の
の
ろ
け
話
、
悪
口
？

職
場
の
悩
み
事
や

将
来
の
話…

…

、
演
壇
の
演
説
も
そ
こ
そ
こ
に
、
楽
し
く

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
72
回
南
山
城
統
一
メ
ー
デ
ー
（
宇
治
市
）

京
都
支
部
宇
治
分
会
長

嘉
村
茂
さ
ん



年
金
額
改
定
と
通
知
は
が
き

今
年
４
月
分
か
ら
年
金
額
が
改
定
さ
れ
、

1.9
％
増
額
さ
れ
て
（
物
価
上
昇
に
遥
か
に

及
び
ま
せ
ん
が
）
６
月
13
日
に
振
り
込
ま

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
「
年
金
額
改
定
通

知
書
」
と
「
年
金
振
込
通
知
書
」
が
６
月

に
順
次
、
年
金
受
給
者
に
届
き
ま
す
。

毎
年
届
き
ま
す
か
ら
、
中
身
を
よ
く
見

な
い
で
そ
の
ま
ま
捨
て
る
方
も
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
が
、
受
給
額
に
誤
り
な
ど
が

な
い
か
、
い
ま
一
度
確
認
さ
れ
て
は
い
か

か
で
し
ょ
う
。

振
込
通
知
書
で
前
年
比
較

年
金
振
込
通
知
書
に
は
、
昨
年
度
の
振

込
額
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
1.9

％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ

り
所
得
税
や
住
民
税
も
変
わ
り
ま
す
。

「
振
込
が
少
な
く
な
っ
た
か
な
」
と
い
う

場
合
、
毎
年
９
月
頃
に
届
く
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
を
返
送
し
忘
れ
て
、
税
金
が

高
く
な
っ
た
と
い
う
原
因
が
多
い
ら
し
い
。

た
だ
し
「
確
定
申
告
」
で
訂
正
で
き
ま
す
。

年
金
額
改
定
通
知
書

年
金
額
改
定
通
知
書
に
は

前
年
の
年
金
額
が
載
っ
て
い

ま
す
。
増
額
改
定
で
今
年
は

少
し
多
く
な
る
は
ず
で
す
が
、

減
っ
て
い
る
場
合
、
何
ら
か

の
理
由
で
支
給
停
止
額
が
あ

り
ま
す
。
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
給
年
金
の
確
認
を

今
年
は
加
給
年
金
が
増
額
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
年
金
に
お
け
る
扶
養
家
族

手
当
の
よ
う
な
も
の
で
、
厚
生
年
金
を
20

年
以
上
掛
け
て
き
た
被
保
険
者
が
65
歳
に

な
っ
た
時
点
で
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

る
65
歳
未
満
の
配
偶
者
、
ま
た
は
18
歳
未

満
の
子
供
が
い
る
場
合
に
給
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
て
な
い
方
が
多
い
ら

し
い
。
こ
れ
は
時
効
が
あ
り
ま
す
。

年
金
の
通
知
書
は
１
年
保
管
を

こ
の
年
金
の
通
知
書
は
、
介
護
施
設
へ

入
る
場
合
に
必
要
に
な
る
ほ
か
、
健
康
保

険
の
扶
養
に
入
る
際
の
所
得
証
明
、
年
金

事
務
所
で
の
身
分
証
明
な
ど
の
役
割
が
あ

り
ま
す
。
確
認
し
た
か
ら
ゴ
ミ
箱
へ
、
で

は
な
く
、
翌
年
６
月
の
次
年
度
の
通
知
書

が
届
く
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
紛
失

し
た
と
き
は
再
発
行
さ
れ
ま
す
。
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

（
山
川
）

介護保険制度の充実と介護労働者の労働条件改善を！ ( ６ )

社会保障

年
金
通
知
書
は
内
容
の
確
認
を

６
月
に
年
金
額
改
定
通
知
書
と
年
金
振
込
通
知
書
が
届
き
ま
す



北
区
衣
笠
北
天
神
森
町
（
西
大
路
通
氷

室
道
上
ル
）
の
銭
湯
「
金
閣
寺
湯
」
が
、

２
月
16
日
に
閉
業
さ
れ
ま
し
た
。
突
然
の

こ
と
で
、
ご
近
所
で
も
ご
存
じ
な
い
方
も

お
ら
れ
ま
す
が
、
ま
も
な
く
建
物
の
解
体

も
始
ま
る
よ
う
で
す
。

金
閣
寺
で
の
現
場
作
業
を
終
え
、
夏
は

こ
こ
で
汗
を
流
し
、
冬
は
温
ま
っ
て
か
ら

帰
宅
し
た
こ
と
も
多
く
、
回
数
券
も
買
っ

て
、
せ
っ
せ
と
通
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
（
立
命
館

大
学
銭
湯
部
な
る
学
生
サ
ー
ク
ル
）
で
は

「
設
備
の
老
朽
化
」
が
廃
業
理
由
で
し
た
。

昨
今
の
燃
料
価
格
高
騰
で
厳
し
か
っ
た
の

で
は
と
想
像
さ
れ

ま
す
。
経
営
者
の

高
齢
を
理
由
に
廃

業
さ
れ
る
と
こ
ろ

も
多
い
中
、
こ
こ

は
、
ま
だ
ま
だ
若

い
ご
夫
婦
で
し
た
。

京
都
の
銭
湯

京
都
市
内
に
は
１
０
０
軒
ほ
ど
の
銭
湯

が
あ
り
、
昨
今
の
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム
も
あ
り
、

賑
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
か
け
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
入
浴
料
が
値
上
が
り
、

大
人
５
５
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
回
数
券

は
10
枚
つ
づ
り
５
３
０
０
円
で
す
。

家
の
お
風
呂
は
「
身
体
を
洗
う
た
め
」

感
が
強
い
の
に
対
し
て
、
銭
湯
は
広
く
て

足
も
伸
ば
せ
て
「
疲
れ
を
取
り
に
行
く
」
。

何
よ
り
銭
湯
の
風
格
の
あ
る
建
物
や
浴
室

の
タ
イ
ル
や
絵
、
井
戸
水
を
く
み
上
げ
て

沸
か
し
た
柔
ら
か
い
感
じ
の
お
湯
に
、
癒

さ
れ
て
い
ま
す
。

金
閣
寺
湯
は

残
念
で
す
が
、

残
っ
て
い
て
ほ

し
い
庶
民
文
化

の
一
つ
と
思
い

ま
す
。
（
山
川
）

労働組合の社会的使命と役割を果たす中で政治革新の前進を！( ７ )

四方
山話

金
閣
寺
湯
の
思
い
出

５
月
の
ま
ち
が
い
さ
が
し

２
つ
の
絵
で
違
い
が
８
ヵ
所
あ
り
ま
す
。

（
答
え
は
10
ペ
ー
ジ
）

かつての金閣寺湯

東寺近くの日の出湯



５
月
25
日
㈰

笛
の
音
ひ
び
く
～
舟
遊
び
／
嵐
山
通
船
北
乗
り
場

嵯
峨
祭
還
幸
祭
／
嵯
峨
嵐
山
一
帯

５
月
31
日
㈯

京
都
博
覧
会
２
０
２
５
／
岡
崎
公
園

６
月
１
日
㈰

貴
船
祭
／
貴
船
神
社

雷
除
祭
／
北
野
天
満
宮
、
吉
祥
院
天
満
宮

京
都
薪
能
／
平
安
神
宮

６
月
２
日
㈪

信
長
忌
／
阿
弥
陀
寺
（
寺
町
通
今
出
川
上
ル
）

６
月
４
日
㈬

歯
供
養
／
ぬ
り
こ
べ
地
蔵
（
深
草
藪
之
内
町
）

６
月
５
日
㈭

あ
が
た
祭
／
縣
神
社
（
宇
治
市
宇
治
蓮
華
）

６
月
６
日
㈮

紀
州
梅
道
中
／
上
賀
茂
神
社
、
下
鴨
神
社

６
月
７
日
㈯

行
者
ま
つ
り
／
浄
瑠
璃
寺
（
木
津
川
市
加
茂
町
）

京
都
い
け
ば
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

／
京
都
芸
術
セ
ン
タ
ー
（
室
町
蛸
薬
師
下
ル
・
旧
明
倫
校
）

６
月
12
日
㈭

八
橋
祭
／
金
戒
光
明
寺
、
八
橋
忌
／
法
然
院

若
鮎
祭
／
嵐
山
公
園
中
之
島
地
区

６
月
14
日
㈯

蛍
火
の
茶
会
・
糺
の
森
納
涼
市
／
下
鴨
神
社

６
月
15
日
㈰

青
葉
ま
つ
り
／
智
積
院
（
東
山
七
条
）

６
月
27
日
㈮

京
都
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
フ
ェ
ア
／
パ
ル
ス
プ
ラ
ザ

６
月
30
日
㈪

夏
越
の
祓
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
／
府
内
各
所

水
無
月
の
あ
れ
こ
れ

＝

八
橋
祭＝

み

な

づ

き

京
都
を
代
表
す
る
和
菓
子
の
一
つ
「
八
ッ
橋
」
。
私
の
小
さ
い

や

つ

は

し

頃
は
堅
い
煎
餅
が
普
通
で
し
た
が
、
今
は
「
生
八
ッ
橋
」
ば
か
り

な

ま

や

つ

は

し

食
べ
て
い
ま
す
。
観
光
客
の
京
都
土
産
と
し
て
は
凄
い
人
気
。

み

や

げ

八
橋
祭
・
八
橋
忌
（
６
月
12
日
㈭
）

や
つ
は
し
ま
つ
り

や
つ
は
し
き

菓
子
「
八
ッ
橋
」
の
起
源
の
一
つ
に
、
箏
曲
の
開
祖
・
八
橋
検

そ
う
き
ょ
く

や
つ
は
し
け
ん

校
を
偲
ん
で
、
琴
の
形
を
し
た
干
菓
子
を
八
ッ
橋
と
名
付
け
た
、

ぎ
ょ
う

ひ

が

し

と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
基
づ
き
、
八
橋
検
校
の
命
日
の
６

月
12
日
に
、
黒
谷
の
金
戒
光
明
寺
常
光
院
（
通
称
八
は
し
で
ら
）

こ
ん
か
い
こ
う
み
ょ
う
じ

や
つ

で
井
筒
八
ッ
橋
本
舗
が
、
鹿
ヶ
谷
の
法
然
院
で
聖
護
院
八
ッ
橋
総

し
し
が
た
に

本
店
が
、
そ
れ
ぞ
れ
法
要
を
営
み
、
筝
曲
や
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

本
家
西
尾
八
ッ
橋
な
ど
は
、
別
の
起
源
説
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

八
ッ
橋
元
祖
訴
訟
・
聖
護
院
八
ッ
橋
と
井
筒
八
ッ
橋
の
争
い

聖
護
院
八
ッ
橋
総
本
店
は
、
創
業
元
禄
二
年
（
１
６
８
９
年
）

で
、
八
ッ
橋
発
祥
と
宣
伝
し
だ
し
た
が
、
こ
れ
に
反
発
し
た
の
が

井
筒
八
ッ
橋
本
舗
（
京
銘
菓
八
ッ
橋
工
業
協
同
組
合
理
事
長
）
で
、

２
０
１
８
年
に
誤
認
表
示
で
あ
る
と
し
て
京
都
地
方
裁
判
所
に
提

訴
し
た
。
結
果
は
「
表
示
は
創
業
年
と
解
釈
さ
れ
る
」
「
品
質
な

ど
を
誤
認
さ
せ
る
表
示
に
は
当
ら
な
い
」
と
し
て
棄
却
。
そ
の
後
、

最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
が
覆
ら
ず
、
井
筒
八
ッ
橋
側
の
敗
訴
が
確

定
。
聖
護
院
八
ッ
橋
の
宣
伝
は
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

みんなの力で高齢者事業団運動を高めよう ！ ( ８ )

京
都
の
催
事
案
内

有
料
行
事
を
含
む
、
イ
ベ
ン
ト
予
定
を

拾
っ
て
み
ま
し
た
。
主
催
者
の
都
合
や

天
候
等
で
、
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。



空
模
様
は
怪
し
か
っ
た
が
、
妻
と
と
も

に
西
山
・
楊
谷
寺
（
柳
谷
観
音
）
へ
出
か

よ
う
こ
く
じ

や
な
ぎ
だ
に

け
た
。
阪
急
電
車
長
岡
天
神
駅
で
下
車
し

て
確
か
め
る
と
、
バ
ス
を
降
り
て
か
ら
山

道
含
め
て
40
分
歩
く
と
わ
か
り
、
普
段
履

き
の
靴
で
来
た
の
で
、
だ
め
だ
と
挫
折
。

こ
の
ま
ま
帰
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

長
岡
天
満
宮
へ
行
く
こ
と
に
。
５
分
足
ら
ず
で
丹
波
街
道
に
出
て
、

八
条
ヶ
池
を
回
る
「
ふ
れ
あ
い
回
遊
の
み
ち
」
の
案
内
に
沿
っ
て

歩
く
と
と
「
水
生
植
物
園
」
の
表
示
。
花
菖
蒲
、
カ
キ
ツ
バ
タ
、

し
ょ
う
ぶ

ハ
ス
な
ど
が
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
ノ
島
の
六
角
舎
で
休
憩
し

て
い
る
と
、
高
齢
者
や
幼
子
連
れ
の
若
い
母
親
に
出
会
い
ま
し
た
。

八
条
ヶ
池
を
出
て
、
木
々
の
間
に
石
段
を
上
が
る
と
大
き
な
石

鳥
居
。
そ
の
奥
に
学
問
の
神
様
・
菅
原
道
真
公
を
祀
る
長
岡
天
満

宮
。
本
殿
は
瓦
の
葺
き
替
え
中
で
し
た
が
、

こ
の
本
殿
な
ど
は
平
安
神
宮
か
ら
移
築
し
た

も
の
が
多
い
と
の
こ
と
。
こ
の
境
内
な
ど
に

は
、
梅
園
、
青
モ
ミ
ジ
や
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
、

サ
ク
ラ
な
ど
四
季
折
々
に
花
を
咲
か
せ
、
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

天
満
宮
を
後
に
し
て
、
天
神
通
を
東
に

歩
い
て
阪
急
電
車
の
踏
切
を
ま
た
ぐ
と
、

広
い
道
が
Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
ま
で
伸
び
て
い

ま
す
。
駅
の
地
下
道
を
抜
け
て
目
に
入
っ

た
の
は
、
村
田
製
作
所
の
巨
大
な
本
社
ビ

ル
。
ガ
ラ
シ
ャ
通
り
に
出
て
、
南
に
下
が

り
10
分
ほ
ど
歩
く
と
「
勝
竜
寺
城
公
園
」
に
到
着
。

こ
の
城
は
、
織
田
信
長
が
京
都
盆
地
の
南
西
に
位
置
し
、
中
国
・

九
州
地
方
へ
と
続
く
交
通
の
要
衝
に
あ
り
、
京
都
を
支
配
、
維
持

す
る
う
え
で
重
要
と
考
え
て
、
細
川
藤
孝
に
命
じ
て
、
そ
れ
ま
で

ふ
じ
た
か

の
臨
時
的
な
砦
を
、
城
郭
に
造
り
替
え
た
も
の
。
藤
孝
は
、
そ
れ

ま
で
の
中
世
城
郭
と
一
線
を
画
し
、
土
を
切
り
盛
り
し
て
造
り
、

瓦
葺
き
・
石
垣
・
天
守
と
い
っ
た
城
郭
の
標
準
と
な
る
諸
要
素
を

取
り
入
れ
ら
れ
た
城
を
作
り
ま
し
た
。
安
土
城
の
築
城
よ
り
も
５

年
早
く
、
近
世
城
郭
の
先
駆
け
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
城
は
、
細
川
藤
孝
の
長
男
で
信
長
、
秀
吉
、
家
康
に

仕
え
た
細
川
忠
興
に
、
明
智
光
秀
の
娘
・
玉
（
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
）

た
だ
お
き

た
ま

が
輿
入
れ
し
た
所
で
、
玉
は
キ
リ
ス
ト
教
の

洗
礼
を
受
け
、
石
田
三
成
に
屋
敷
を
囲
ま
れ

み
つ
な
り

自
ら
命
を
絶
ち
ま
し
た
。
歴
史
に
興
味
を
持

つ
人
に
は
た
ま
ら
な
い
環
境
で
し
ょ
う
。

雨
が
ポ
ツ
ポ
ツ
降
り
だ
し
た
の
で
、
勝
龍

寺
や
恵
解
山
古
墳
な
ど
は
あ
き
ら
め
て
、
帰

い
げ
の
や
ま

路
に
つ
き
ま
し
た
。

高齢者・ 障害者が安心できる社会保障制度の実現を！( ９ )

長
岡
天
満
宮
か
ら
勝
竜
寺
城
を
散
策

し
ょ
う
り
ゅ
う
じ

建
交
労
京
都
支
部
Ｏ
Ｂ

中
村

崇
さ
ん

八条ヶ池・錦水亭

勝竜寺城の城郭と塀

勝竜寺城門

長岡天満宮



冬
か
ら
い
き
な
り
夏
に
な
っ
た
感
じ
。
餃

子
の
王
将
で
は
、
４
月
下
旬
か
ら
冷
麺
が

メ
ニ
ュ
ー
に
追
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
以

前
は
６
月
頃
に
な
ら
な
い
と
、
売
ら
れ
て

な
か
っ
た
気
が
す
る
ん
で
す
が
。

米
価
高
騰
と
日
本
酒
醸
造

▼
コ
メ
不
足
と
価
格
高
騰
が
止
ま
ら
な
い
。

農
水
省
は
全
国
の
ス
ー
パ
ー
の
平
均
小
売

価
格
を
毎
週
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
５
月

初
旬
で
５
㌔
税
込
４
２
１
４
円
。
値
上
が

り
続
き
が
、
18
週
ぶ
り
に
足
踏
み
状
態
へ
。

去
年
の
今
頃
は
２
１
０
６
円
や
そ
う
で
、

倍
以
上
の
高
値
。
３
月
か
ら
の
政
府
備
蓄

米
の
放
出
効
果
が
な
い
、
ど
う
い
う
訳
？

▼
日
本
酒
造
り
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

主
食
用
米
の
価
格
が
酒
米
を
上
回
り
、
酒

米
作
り
か
ら
利
幅
の
大
き
い
主
食
用
米
に

切
り
替
え
る
農
家
が
多
い
ら
し
い
。
▼
今

年
の
酒
米
の
確
保
が
難
し
い
と
し
て
、
酒

造
会
社
で
は
減
産
や
生
産
見
合
わ
せ
も
視

野
に
入
れ
る
。
「
量
が
確
保
で
き
な
い
の

が
一
番
問
題
な
の
で
日
本
酒
の
生
産
量
が

見
通
せ
な
い
。
昨
年
の
倍
と
い
う
価
格
も

出
て
い
る
の
で
高
い
コ
メ
を
と
て
も
買
え

な
い
。
主
原
料
の
コ
メ
が
も
の
す
ご
い
値

段
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
来
年
は
日
本
酒

フ
ァ
ン
に
は
非
常
に
申
し
訳
な
い
が
価
格

を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
」
。
▼
イ
ネ
の
高

温
障
害
、
カ
メ
ム
シ
被
害
、
そ
し
て
政
府

の
減
反
政
策
が
、
コ
メ
不
足
、
価
格
高
騰

を
招
い
た
。
今
、
主
要
食
糧
の
需
給
及
び

価
格
の
安
定
に
責
任
を
も
つ
農
政
へ
、
抜

本
的
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。
清
酒
ま
で
値

上
げ
さ
れ
て
は
、
大
変
つ
ら
い
。
（
や
）

( １０ )

まちがいさがしのこたえ


